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研究成果の概要（和文）： 

東アジア海域世界の１０－１９世紀という長期的な歴史の時間において文献資料を用いどの

ように分析することが可能かという方法論について研究成果を積み重ねてきた。その結果、到

達したのは次の三点である。（１）文献資料、非文献資料の垣根を超え、新たな文献資料学の方

法論を構築した。（２）文献資料学においても社会学、人類学が用いるフィールドワークの方

法論である参与観察の方法論を取り入れ、その史資料群を多角的な角度から分析する方法論を

構築した。（３）文献資料を用いて如何に、世界史の課題へ接近しうるのかと、外交史料、留学

僧・外交使節の日記などの新たな活用方法を構築した。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 

We have been researching different analytical methodologies of philological 

sources written during the long history between 10th to 19th centuries in the East 

Asia region. The following are the results of my research; 1) we established a new 

methodology in the philological sources study field that goes beyond the barriers 

between conventional philological sources and non-philological sources. 2) We 

adapted the participatory observation method, which is a fieldwork methodology often 

used in the sociology and anthropology, in the philological source study. Using this 

methodology, we established a methodology to analyze these groups of historical 

materials from diverse perspectives.  3) We established new ways of utilizing 

diplomatic documents, diaries of diplomatic missions to analyze how and how far we 

could examine issues of the world history．  
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１．研究開始当初の背景 

研究代表者は、かつて文書システム研究及

び文献資料研究に於いて科学研究費補助金

を受けている。 

前者については「日記、時政記史料から見

た宋代政治構造」（科学研究費補助金基盤研

究Ｃ、平成 12-14 年度、310 万円）を受け、

宋代の宰相・執政が書いた公的日記「時政記」

と私的日記とを通して、宋代特有の「対」及

び「御筆」といった政治システムがどのよう

に具体的な政治過程で用いられるかを分析

した。とりわけ、長期的な政治構造分析を行

う上で時政記或いは日記という新たな史料

を見いだしたのは大きな成果であった。 

後者については岡元司代表「宋代以降の中

国における集団とコミュニケーション」（科

学研究費補助金基盤研究Ｂ、平成14-17年度、

1190 万円）の資金援助を受け、日記、墓誌と

いった従来余り使われていない私撰史料を

通じて政治的ネットワークを解析する試み

を行った。墓誌に着目した成果については

「従劉摯＜忠粛集＞墓誌銘看元祐党人之関

係」（“宋代墓誌銘史料的文本分析與実証運

用”国際会議，於台湾東呉大学歴史学系，

2003 年 10 月）にて報告を行い、既にその成

果は台湾の『東呉歴史学報』第 11 号に掲載

された。また翌 2004 年８月にはモスクワで

開催された第 37 回 The International 

Congress of. Asian and North African 

Studies（通称ICANAS）にて、“The political 

sphere in the Southern Song―“temporary 

capital of Hang-zhou”:An analaysis of 

diaries written By Zhou Bida 周必大―” と

いう、日記を手掛かりとした政治的ネットワ

ークの報告を行った。さらに 12 月に台湾で

開 か れ た 第 18 回 The International 

Association of Historians of Asia（通称

IAH）においても、この内容を発展させた報

告を行った。この共同研究を通じ、今回名前

を挙げている海外の研究協力者との共同研

究を進める機会が開かれ、以後継続的に共同

研究が進められている。 

 この他、鹿島学術振興財団助成金「中国宋

代に関する現存史料の活用方法についての

研究」（代表：東京大学人文社会系研究科・

小島毅、平成 11-12 年度、800 万円）、三菱財

団助成金「宋代文献資料解析方法の研究」（代

表：小島毅、平成 11-12 年度、300 万円）の

助成金を得ている。これらの助成により、

2000 年モントリオールで開催された第 36 回

ICANAS への参加、およびハーバード大学・カ



リフォルニア大学ロサンゼルス校でのシン

ポジウムの開催をおこなった。この共同研究

の成果は、“How to analyse political 

material:a preliminary survey”（The Study 

of Song History from the Perspective of 

Historical Materials, p108-p128, 2000年）、

「日本の宋代史研究の新しい視点」（『人文

研究』52-2、35-54 頁、2000 年）、「政治の

舞台裏を読む―宋代政治史研究序説―」（『知

識人の諸相―中国宋代を起点として』勉誠出

版、31-49 頁、2001 年）という形で、新しい

政治史分析法を提起する一連の研究成果と

結びついている。 

 これら一連の研究活動については連携研

究者の浅見洋二、遠藤隆俊、須江隆が参加し

ており、この時点より、既に文献資料学の新

たな方法論を探る取り組みを共同研究とい

う形で進めている。 

 
２．研究の目的 

文献資料研究部門は、12の計画研究より構

成されるが、本調整班は、これら複数の計画

研究が個別分散的にならないように、総括班

と密に連絡を取り合い、評価委員会に指導・

助言を仰ぎながら、研究成果総合化のための

重要な任務を担うことを目的としている。 

 本調整班の主たる具体的役割は、次の二つ

である。①政治、文学、思想、法律、宗族、

数学、医学など多分野の研究者が、文献資料

論について討議を重ねる場を設定する。②世

界的に高水準にある我が国の伝統的文献資

料学の手法を批判的に継承しつつ、欧米等の

斬新な方法論を導入した資料分析の成果を

視野に入れ、東アジア海域世界という、長期

且つ広域の世界構造を明らかにする、独自の

新しい文献資料学の創生を目指していくこ

とである。 

３．研究の方法 

 研究代表者および連携研究者が集まる研

究集会を年３回開催する。ここで各研究班の

研究進捗状況を確認するとともに、研究課題

の相互調整を行って、それぞれの課題が有機

的に連動するよう最終的な調整を行う。年度

末には「文献資料学の新たな可能性」を共通

テーマとしたシンポジウムを開催し、文献資

料学研究の方法論、新資料の有効性について

検討を行う。これらの成果については逐次、

学術雑誌に公開し、最終年度においては当該

課題の総括を行う。 

 
４．研究成果 

（１）刊行物（シンポジウム、研究集会の予

稿集を除く） 

①『大阪市立大学東洋史論叢』別冊特集号「文

献資料学の新たな可能性」（2006/5 発行） 

②『大阪市立大学東洋史論叢』別冊特集号「文

献資料学の新たな可能性２」（2007/6 発行） 

③ 『大阪市立大学東洋史論叢』別冊特集号

「文献資料学の新たな可能性３」（発行 2007

／12） 

（２）研究成果の総括 

 本文献資料研究部門は、三つの課題を設定

し、取り組みを行った。第一の課題は、資料

の発掘、開拓である。従来、文献資料学とい

えば、国家、官府などより発行される公的文

書や手紙などに代表される私人間でやりと

りされる私的文書、個人的な日記や備忘録、

書籍、新聞、雑誌など文字によって伝達ある

いは記録された資料を対象とし、考察を行う

学問であった。その後、研究対象は、紙媒体

にとどまらず、木簡・竹簡・金石文・甲骨文

など紙以外に書かれた文献資料、並びに金属

器、土器などに記された断片的な文字資料に

も広がっていく。 

本研究部門では、このような「非文献資料」

の史資料をも視野に入れつつ、各研究班にお

いて新たな資料の発掘、開拓に努めた。具体

的な成果は各研究班の総括に譲るとして、従



来の文献資料に加えて、外交文書、官箴、地

方志、日記、石刻資料、詩文、医学書、数学

書などの多様な資料を分析の対象とし、また、

その資料そのものを分析対象とすると共に、

資料が作成され、流布し、読まれ、受容され

ていく過程において、どのように記憶され、

認識されていくのかという問題を同時に取

り扱うことによって、文献資料、非文献資料

の垣根を超え、新たな文献資料学を構築して

いくことを目指していった。 

第二は、文献資料を如何に分析するかとい

う研究方法の開拓である。まず、あげるべき

が「参与観察」という方法論である。全体を

統一する総括班「東アジアの海域交流と日本

伝統文化の形成 ―寧波を焦点とする学際的

創生―」の元には、文献資料研究部門、現地

調査研究部門、文化交流研究部門 3つの部門

が設けられている。そのうち、現地調査研究

部門は主としてフィールドワークの参与観

察という方法論を用いている。文献資料研究

部門は、あくまでも史資料を読むことを旨と

しており、上記のようなフィールドワークを

主として行うものではない。しかし、その分

析においてはできる限り当時の社会を自然

な形で叙述している史資料をできる限り入

手し、その史資料群を多角的な角度から分析

することが不可欠となる。本研究部門におい

ても、参与観察に資する個人の日記、書簡や

裁判記録などを分析対象としており、これら

の資料と従来の文献資料学に用いられてき

た資料とを突き合わせ検討することにより、

社会の実態を解明することを目指した。 

このほか、ハーバード大学の P.ボル教授、

オックスフォード大学のヒルデ教授、復旦大

学の呉松弟教授等を招聘してワークショッ

プを開催し、近年欧米を中心に盛んになりつ

つある CHGIS（中国歴史地理理信息系統項目）、

CBDS（中国歴代人物資料庫）といったデータ

ベースを駆使して行う分析方法を学ぶ機会

を設けた。文献資料を地理的空間分析やネッ

トワーク分析にかけることにより、その文献

資料の背後にある社会構造や人間関係を深

く読み取ることが可能性となるのである。 

第三の課題は、文献資料を用いて如何に、

どこまで一国史の枠内にとどまらず、世界史

の課題へ接近しうるかと、その可能性の追求

である。本プロジェクトは「東アジア海域世

界の交流」、「伝統日本文化の形成」を共通課

題としており、世界史的な観点からの文献資

料の分析が進められた。 

 
５．主な発表論文等 
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①平田 茂樹・遠藤 隆俊・岡 元司共編『宋

代社会的空間与交流』、中国・河南大学出版

会、375 頁、2009 年 

②浅見 洋二『中国の詩学認識 : 中世から

近世への転換』、創文社、708 頁、2008 年 

③須江 隆主編『アジア遊学』91（碑石は語

る）、勉誠出版、190 頁、2006 年 

④平田 茂樹・遠藤 隆俊・岡 元司共編『宋

代社会の空間とコミュニケーション』、汲古

書院、410 頁、2006 年 
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